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三重県立看護大学紀要，20，35～43，2016

〔報　告〕

母性看護学実習前の客観的臨床能力試験（OSCE）
において模擬患者（SP）を体験した臨床助産師の認識

Recognition of the clinical midwives who experienced a simulated patient（SP）
in the Objective Structured Clinical Examination（OSCE）before the maternity nursing practice

二村　良子　　永見　桂子

【要　旨】
目�的：本研究の目的は、臨地実習の母性看護学実習前に行う客観的臨床能力試験（OSCE）において臨床助産師

に模擬患者（SP）を実施してもらい、SPを体験した助産師の認識を明らかにすることである。
方�法：臨床経験5年以上の臨床助産師4名に７グループの臨地実習開始前のOSCEにおいて模擬患者を実施しても

らい、7グループの実習がすべて終了した後にフォーカスグループインタビューを行った。インタビュー内容
よりカテゴリ化を行った。

結�果および考察：OSCEにおいて模擬患者を体験した助産師の認識は、≪助産師の学生の捉え方と関わり姿勢≫
≪変化してきた助産師自身の取り組み≫≪助産師自身の成長実感≫≪SPを実施していく上での課題≫に集約
された。母性看護学実習においてOSCE実施時に臨床助産師がSPを行うことは、SPの体験を通して助産師の
取り組みへの変化とともに自身の成長実感を得られる機会であった。

【キーワード】客観的臨床能力試験（OSCE）　模擬患者（SP）　母性看護学　臨地実習

Ⅰ．はじめに　
　客観的臨床能力試験（Objective Structured Clinical 
Examination：以下OSCEと略す）は、1975年に
Hardenらによって発表されて以来、臨床能力の評価
法として急速に普及してきた1）。OSCEはすべての受
験生が同一課題に、同一条件で取り組み、かつ同一の
評価基準で評価されるので、公平性も担保される1）。
　OSCEでは、模擬患者を採用して、行われることが
ある。OSCEにおける模擬患者は、学習者を相手に患
者と同様の演技をし、患者側から見た感想や評価につ
いてフィードバックができるように訓練を受けた人の
ことである2）。日本では、授業や実習などで「学習者
が学ぶ」ための体験学習の相手として患者を演じる場
合を「模擬患者」（Simulated Patient）とし、OSCE
などで「学習者を評価する」ための実技試験の課題
として演じる場合の「標準模擬患者」（Standardized 
Patient）を区別して呼ぶことが多く、両者とも略し

て「SP」と呼んでいる2）。
　本学においては、平成17年度から臨地実習母性看護
学の開始前（以下母性看護学実習前と記す）に母性看
護技術修得状況や学生のコミュニケーション能力把握
を目的に、同一課題、同一評価基準を用いたOSCEを
行っている。また、OSCE実施の際には、臨床助産師
（以下助産師と略す）による模擬患者を導入してい
る。
　看護教育でのSP採用については、90年代から行わ
れており3，4）、SPには、SP研究会等に所属し、訓練を
受けた者が実施する場合と看護学生、看護教員、看護
職者等がSPを行う場合について報告されている5~12）。
「模擬患者」の場合は、演ずる場面や患者背景が設定
されているものの、比較的自由に幅広く演ずることが
求められ、設定されていない事項については、その場
で感じたままアドリブ的に対応するとしている2）。
　助産師は、妊産褥婦の特徴や看護実践場面における
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看護職者として必要な対応をよく理解しており、日常
の看護において多くの妊産褥婦に接している経験か
ら、さまざまな場面での妊産褥婦役を行うことが可能
である。そこで、本学で実施しているOSCEでは、助
産師に対して模擬患者を行う際に、OSCEの実施場面
において助産師が感じたままアドリブ的に妊産褥婦役
として対応するように依頼した。したがって、本学で
実施しているOSCEにおいては、「標準模擬患者」よ
り、「模擬患者」（Simulated Patient：以下SPと略
す）としての対応が必要と考える。
　母性看護学実習前のOSCEへの助産師によるSP導入
について看護学生は、【自らのできなさの衝撃】があ
りながらも、【自分自身の行動の傾向の把握】や【コ
ミュニケーションを通した対象への接近】を行い、
【対象の現実感のある存在への移行】、【イメージ化
による学習意欲の触発】を得ながら、【自己効力感の
めばえ】を体験していた13）。
　看護基礎教育において、SPをどのように活用する
か、また、SPの養成については課題であると言われ
ている5）。母性看護学においてもOSCEを実施し、SP
の活用についての報告はある14、15）が、SPに助産師を
採用し、SPの立場からの研究への取り組みの報告は
みられない。また、本学のOSCEのSP実施について、
助産師が感じたままアドリブ的にOSCEの実施場面に
おける妊産褥婦役として対応するように依頼している
が、SP役の助産師はSPを実施する際に戸惑い等がな
いか、助産師の体験についても明らかにしていく必要
がある。そこで本稿では、母性看護学実習前に実施し
たOSCEに助産師をSPとして導入し、SPを実施した
助産師の体験やそれらを通した認識を明らかにする。

Ⅱ．目　的
　本研究は、臨地実習（母性看護学）直前の母性看
護学のOSCEにおいて臨床助産師（以下助産師と記
す）に模擬の妊婦および褥婦 (模擬患者：Simulated 
Patient　以下SPと記す)を実施してもらい、SPを体験
した助産師の認識を明らかにすることを目的とする。

Ⅲ．方　法
１．研究参加者：研究参加の同意が得られた臨床経験
5年以上の助産師4名（以下助産師と記す）である。４
名の助産師はそれぞれ異なる施設の所属であるが、本

研究では、所属施設の特性、取り扱い分娩数などの違
いについては問わないとした。
　SPを実施するにあたり、助産師には、事前に演習
の実施要項を手渡し、演習の目的、実施方法および
OSCE場面の課題に基づき想定される学生の言動を説
明し、SPの基本的な対応について確認を行った。ま
た、日ごろ助産師として看護実践の中から、特徴ある
妊産褥婦の言動等を必要時取り入れて対応してもよい
と伝えた。

２．SPを採用した学内演習の実際
　本研究における学内演習とは、母性看護学実習開始
前日に学内においてOSCEにより行う演習であり、SP
を採用しており、以下のように実施した。
１）母性看護学実習直前の学内演習の目的
　本学のカリキュラムの3年生前期で行われた「母性
看護方法Ⅱ」で学んだマタニティサイクルにおける母
性および新生児への看護において実施する母性看護技
術について、臨地実習開始前の学内演習でその習得状
況を確認すること。さらに母性看護の対象である妊産
褥婦について理解し、必要なコミュニケーションや態
度が行われるかの確認を行う機会とした。

２）母性看護学実習前の学内演習の手順
⑴ 　臨地実習母性看護学は平成20年9月から平成21年

1月までに学生95名が7グループに分かれ、1グルー
プ14～15名ずつの配置で行っていた。それぞれのグ
ループが臨地実習母性看護学初日の学内演習におい
てOSCEを実施した。

⑵ 　OSCEでは5つのステーション（演習場面）にお
いてそれぞれの設定された課題に基づき技術チェッ
クを行った。演習場面における課題は、「妊婦診
察」、「褥婦の子宮復古の観察」、「褥婦の乳房の
観察」、「新生児のバイタルサインの測定」、「新
生児の沐浴」である。このうち、「妊婦診察」、
「褥婦の子宮復古の観察」、「褥婦の乳房の観察」
の３場面において助産師によるSPを配置した。助
産師４名のうち3名ずつが交代で7クールの実習にお
けるOSCEでSPを担当した。7クール分のOSCEに
おいて、1名あたりSP担当は4～6回であった。

⑶ 　１課題のOSCEは6分間の技術実施と3分間の
フィードバックの合計9分間である。フィードバッ
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クでは学生自身が「実施してよかった点」と「実施
において努力する点、改善点」を1つずつ述べ、そ
の後、教員およびSPからポジティブフィードバッ
ク、ネガティブフィードバックの順で１つずつ行っ
た。

⑷ 　9分間終了した時点で次の課題のステーションに
移動し、5課題のステーションをすべて実施した時
点で終了となる。

⑸ 　3演習グループがすべて終了した時点で、全体講
評の時間を設けた。

３．データ収集方法：母性看護学実習前の学内実習に
おいて、「妊婦診察」、「褥婦の子宮復古の観察」、
「褥婦の乳房の観察」の３場面の課題について助産師
がSPを実施した。
　7グループすべての母性看護学実習が終了した時
点でSPを実施した助産師４名に対してフォーカスグ
ループインタビューを平成21年2月に1回行った。主な
インタビュー内容は、SPを実施しての気づきや、助
産師がSPを行うことについて助産師自身がどのよう
に認識しているかであった。

４．データ分析方法
　グループインタビュー内容をICレコーダに録音
し、得られた音声データを逐語録にした。逐語録内容
より、OSCEにおいて助産師によるSP導入の体験を通
して助産師の認識について述べられている部分の意味
のあるまとまりによりコード化を行った。コード化し
たものについて、意味内容の類似性・相違性に着目し
て、研究者間で検討を行い、分類し、サブカテゴリ、
カテゴリを抽出した。さらに全体的にカテゴリ間の関
連により集約を行い、図式化を行った。

５．倫理的配慮
　本研究の実施にあたって、機縁法で助産師に対し研
究参加を呼びかけ、参加に賛同の得られた助産師に対
して、研究の趣旨および研究方法を口頭と文書で説明
した。研究参加は、自由意思に基づき行われ、匿名性
が確保されること、いつでも研究参加を取りやめるこ
とが可能であることを説明した。得られたデータにつ
ては、個人識別情報の削除・匿名化を行い、データは
研究以外の目的で使用されることはないこと、研究成

果の公表においても匿名性を確保すること、研究終了
後、音声データは消去処分、その他記録類は裁断処分
を行い、個人情報保護法に準拠して対処することを説
明した。これらについて学内演習開始前に、再度説明
し、承諾が得られた場合にインタビュー開始前に同意
書への署名により同意とした。なお、本研究は三重県
立看護大学倫理審査会の承認（通知書番号082201平成
20年9月4日承認）を得て実施した。

Ⅳ．結　果
　フォーカスグループインタビューの時間は85分で
あった。インタビュー内容を分析した結果を表1に示
した。197のコード、36のサブカテゴリから【SP実施
当初のSP実施における戸惑い】、【学生への影響を
考え抑制する自身の言動】、【人に対する不十分な
学生の対応へのいらだち】、【SPを実施して捉えた
学生の行動の特徴】、【褥婦の代弁者として学生に
伝える】、【助産師として培った経験を活かしたSP
実施】、【学生の能力に合わせてレベルアップした
独自の工夫】、【学生の成長の実感】、【学生の捉
え方に対する自負】、【助産師自身がSPを行うこと
の意義】、【学生の行動を通して自身の行動や学習方
法の振り返り】、【学生を通して明確になった看護
の姿勢】、【SP実施における迷い】、【SPの体験や
フィードバックにより学生が関わりを学ぶ機会が必
要】、【SPの設定について検討が必要】の15のカテ
ゴリが得られた。以下、【カテゴリ】、<サブカテゴ
リ>、「コード」とし、さらに【カテゴリ】の関連性
から≪カテゴリの集約≫を行い、≪助産師の学生の捉
え方と関わり姿勢≫、≪変化してきた助産師自身の取
り組み≫、≪助産師自身の成長実感≫、≪SPを実施
していく上での課題≫の４つに集約され、図１に示し
た。この≪カテゴリの集約≫ごとに記述していく。
１．助産師の学生の捉え方と関わり姿勢
　OSCEを開始した当初は、<自分の言動による学生
の評価への影響の懸念>があり、<学生の状況を考え
遠慮しながらの実施>となり【学生への影響を考え抑
制する自身の言動】であった。しかし、<SPの言動に
気がつかない学生の言動>、<同じことを繰り返すだ
けで進歩がみられない>、<学生が人として十分な対
応が行えていない学生の行動に対するいらだち>によ
り【人に対する不十分な学生の対応へのいらだち】を
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表１　SPを実施しての助産師の認識に関する分析結果
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認識していた。助産師は、「グループにより学び方に
違いがあり、内容に特色があった」、「自信がない学
生は離れてしゃべっている」など<OSCE実施の際の
学生の行動>を認識し、<OSCE実施の際に学生が行
えているところ>などを把握することにより、【SPを
実施して捉えた学生の行動の特徴】を認識していた。
<学生の変化を感じる場面、きっかけ>から、<学生
の心遣い・配慮に対する成長の実感>があり、【学生
の成長の実感】が抽出された。さらに、<学生を理解
できたことによる自負>、<学生の行動を通して培っ
た学生の特徴の把握>などから、【学生の捉え方に対
する自負】を得ていた。これらより≪助産師の学生の
捉え方と関わり姿勢≫に集約された。

２．変化してきた助産師自身の取り組み
　助産師は、<SP実施当初の学生に対する遠慮による
戸惑い>や<どのように振る舞いをしたらよいかのSP
実施への戸惑い>による【SP実施当初のSP実施にお
ける戸惑い】があった。また、【褥婦の代弁者として
学生に伝える】、【助産師として培った経験を活か
したSP実施】により、<妊産褥婦になりきって演じる
ことの工夫>や<学生の変化により必要と考えレベル
アップした対応>等の【学生の能力に合わせてレベル
アップした独自の工夫】を行っていた。さらに、<自
分の対応が学生にとって必要であるとの意味づけ>を
行い、<学生に伝えたいという気持ち>や<臨床助産

師として学生寄りの立場での学生への関わりができる
ことの自負>により、【助産師自身がSPを行うことの
意義】を認識していた。これらを集約すると≪変化し
てきた助産師自身の取り組み≫となった。

３．助産師自身の成長実感
　≪変化してきた助産師自身の取り組み≫と≪助産師
の学生の捉え方と関わり姿勢≫の認識が得られ、さら
に【学生の行動を通して自身の行動や学習方法の振り
返り】、【学生を通して明確になった看護の姿勢】の
カテゴリより、≪助産師自身の成長実感≫の認識に集
約された。

４．SPを実施していく上での課題
　<SPの立場と実際とのギャップの存在の気づき>や
<言いすぎてしまうことへの懸念>など【SP実施にお
ける迷い】や<学生に十分フィードバックを行えるよ
う時間の確保が必要>、<学生が関わりを学ぶ必要が
ありSPを実施・体験できる機会があるとよい>とのサ
ブカテゴリから【SPの体験やフィードバックにより
学生が関わりを学ぶ機会が必要】のカテゴリ、さら
に、<SPを体験して得たSP実施における設定条件等
の改善が必要>、<SP実施にあたっては自由にSP設定
ある方がよい>のサブカテゴリからなる【SP設定につ
いての検討が必要】のカテゴリが抽出され、それらよ
り≪SPを実施していく上での課題≫に集約された。

SP
SPSP

SP SP

SP

SP

SP

SP図１　助産師のSP実施における認識のカテゴリーの集約
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Ⅴ．考　察
１．学生への捉え方の認識と助産師の取り組みの認識
　OSCE開始当初は、<SP実施当初の学生に対する遠
慮による戸惑い>や<どのような振る舞いをしたらよ
いのかSP実施への戸惑い>による【SP実施当初のSP
実施における戸惑い】がみられていた。それらは、
【学生への影響を考え抑制する自身の言動】となって
いた。また、助産師は【人に対する不十分な学生の対
応へのいらだち】を認識しており、【褥婦の代弁者と
して学生に伝える】との考えに至ったものと考える。
助産師は日常の妊産褥婦への看護実践から、妊産褥婦
の立場や気持ちを理解し、代弁する視点を持ってお
り、学生が妊産褥婦に対して看護を行う際に、助産
師は実際の場面を想定してSPとしての必要な対応を
行っていたと考えらえる。相原ら５）は、一定の訓練を
受けた模擬患者を活用することが、臨場感のある面接
と情報収集の段階を実際に経験できるという点で評価
されることが多いと述べている。臨地実習前教育にお
いて看護師経験をもつ模擬患者導入の意義について、
患者の理解や共感的な対応などの点で有用であると
し、看護師としての経験や観察力が影響し、多角的な
視点から、比較的客観的なフィードバックを得るこ
とが可能との報告もある12）。また、勝田ら14）は、助産
師がSPとなり、リアリティのある妊婦や褥婦として
演習を行ったことで、演習後に学生は対象者の存在を
強く感じていたと述べている。筆者らの研究13）でも、
OSCEへの臨床助産師によるSP導入における看護学生
の体験として、「妊産婦の気持ちを知ることができ
る」、「実際の場面設定における対応の学び」を得て
いた。本研究においても、助産師は、【SPを実施し
て捉えた学生の行動の特徴】を認識し、【助産師とし
て培った経験を活かしたSP実施】を行っていた。そ
れらを行い、他領域での実習を重ねていく中で、学生
はコミュニケーション力や看護における態度等を身に
着けていくこととなり、それに対応した助産師が、
【学生の成長の実感】を認識することとなった。【学
生の成長の実感】を得ることで、さらに助産師は、
【学生の能力に合わせてレベルアップした独自の工
夫】を行うようになっていた。SPの活用により、学
生は看護のリアリティを疑似体験し、感情をゆさぶら
れ、学習姿勢が変化することが教育効果として挙げら
れている４）。また、遠藤ら16）は、学生は自分の行った

援助に対するフィードバックを直接模擬患者から受け
ることや、自分が援助を行っている時に示される模擬
患者の反応、模擬患者という存在自体に強く影響を受
けているとし、教育効果として内発的動機づけや他者
理解の必要性を認識することにつながると述べてい
る。荻ら17）は、SPによるコミュニケーション演習は
臨場感がより高まることで、相手の状況に寄り添うこ
とや相手の立場に立ち、相手に合わせようとする援助
者としての姿勢を育成していると述べている。さらに
SPと向かいあう経験やSPからのフィードバックなど
が患者のイメージを膨らませることに有効で、実習で
の受け持ち患者への対応に反映されると述べている。
学生は、OSCE実施にSPを導入することにより、【イ
メージ化による学習意欲の触発】など、実習に向けて
の準備として有用であるとされ、【自己効力感のめば
え】により臨地実習に対して前向きな取り組みを引き
出すことになっていたと報告している15）。これらのこ
とより【学生の成長の実感】を認識されたものと考え
る。

２．助産師自身の成長実感
　淵本ら11）は、SPの立場にも着目し、モチベーショ
ンの維持向上とSPとしてのスキルアップの機会を意
図的に企画・提供し、相互が関連し合うように運営し
ていくことが重要であると述べている。さらに、SP
のモチベーションを維持していくためには、学生の役
に立っているという実感とともに、SPとしての活動
が自分自身のためになると思えることが重要であると
述べている。また、阿部ら18）は、SPが興味を感じる
要因は社会貢献と自己向上であり、その最も高い要因
は「学習者の成長を実感」であったと述べている。本
研究において、【学生の成長の実感】を体験する中
で、【学生の捉え方に対する自負】も認識されるよう
になり、【助産師自身がSPを行うことの意義】を明
確にしていった過程が伺える。助産師は学生との相互
交流により、SPとしての学生への関わりやOSCEへの
取り組みが変化していく過程を経験し、【学生の行動
を通して自身の行動や学習方法の振り返り】や【学生
を通して明確になった看護の姿勢】の≪助産師自身の
成長実感≫の認識につながったものと考える。
　母性看護学実習においてOSCE実施時に、臨床の助
産師がSPを行うことは、SPとしての体験を通して、
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助産師の取り組みへの変化とともに自身の成長実感
を得られる機会であった。これらより、助産師によ
るSP採用は助産師にとっても意義があるものと考え
る。

３．SPを実施していく上での課題
　OSCEにおいて、SP導入は大変有効であるが、SP
の設定条件や性格、個別性などの影響によって、評価
のばらつきが生じる可能性がある。そのため、課題作
成時からSPとの打ち合わせを取り入れることや、シ
ミュレーション等を活用してSPの演技訓練を行いSP
の設定条件の標準化について具体的に検討する必要性
について報告がみられる19）。本研究においても、助産
師は、【SP設定については助産師との検討が必要】
との認識を得ていた。模擬患者による講義やコミュニ
ケーションのロールプレイ、フィードバックを実施し
たことにより、学生全員が看護技術を実践していない
状態にも関わらず、演習前に比べて演習後の自信が有
意に上昇していたのは、模擬患者による教育効果と述
べられている20）。本研究においても、助産師が【学生
が十分フィードバックを行えるよう時間の確保が必
要】、【学生が関わりを学ぶ必要がありSPを実施・
体験できる機会があるとよい】と認識していることよ
り、模擬患者の導入やOSCEにおけるフィードバック
の活用が学生の実習にける学びに有用であると考え
る。
　厚生労働省の「看護教育の内容と方法に関する検討
会報告書」22）では、侵襲性の高い技術は、対象者の安
全確保のためにも臨地実習の前にモデル人形等を用い
てシミュレーションを行う演習が効果的であるとして
いる。また、シミュレーターを活用する学習は、技術
の獲得においては効果的であるが、コミュニケーショ
ン能力を伸ばすには限界があり、模擬患者を利用する
など、コミュニケーション能力を補完する教育方法を
組み合わせる必要があると述べている21）。学生にとっ
て初対面であり、一定の訓練を受けた模擬患者を活用
することが、臨場感のある面接と情報収集の段階を実
際に経験できるという点で評価されることが多いとさ
れている5）。臨地実習前の学内における演習において
は、学生が臨地実習にスムーズに適応できるために、
シミュレーターやSPを用いた演習等が、今後、さら
に取り入れられていくものと考える。

　助産師は、<SPの立場と実際とギャップの存在の気
づき>、<言いすぎてしまうことへの懸念>などによ
り【SP実施における迷い】がみられた。卒業前OSCE
評価者は、学生へのフィードバック時に過緊張状態に
対する配慮と自尊感情に対する配慮を行っており、評
価者が学生に対して配慮を行うことで、学生は自己の
課題が明確になり学習動機につながり、自ら成長して
いける力を育成することの基盤作りと知識と技術の統
合の促進につながるとの報告がある22）。これらより、
OSCE評価時のSPの学生への対応方法など共通理解で
きるようにし、また、OSCE終了後、評価者とSPを交
えて対応の課題を検討することが必要と考える。

本研究の限界と今後の課題
　本研究は、臨地実習直前のOSCEにおいて臨床助産
師による模擬患者を採用し、7クールの母性看護学実
習が全て終了した後に、グループインタビューを実施
した。したがって、これらの結果は、実習の経過によ
る学生の対応や助産師の取り組み姿勢を反映したもの
ではない。実習の経過における学生の対応や助産師の
取り組みの変化については、グループごとにインタ
ビュー調査を行っていく必要がある。さらに、今回
は、グループインタビューを行ったが、助産師の取り
組みや関わりの姿勢の詳細を明らかにするには、個別
インタビューを実施することが必要であったと考え
る。今後は、助産師のSP実施による評価方法等につ
いてさらに客観的指標についての検討も行っていく必
要があると考える。

Ⅵ．結　論
　母性看護学実習前の客観的臨床能力試験（OSCE）
において、臨床助産師がSPを実施した。7クールの
母性看護学実習がすべて終了した後にSPを実施した
臨床助産師4名に対してフォーカスグループインタ
ビューを実施し、SPを体験した助産師の認識を明ら
かにした。
　≪学生の捉え方の認識≫、≪助産師の取り組みの認
識≫、≪助産師自身の成長実感≫、≪SPを実施して
いく上での課題≫に集約された。
　母性看護学実習においてOSCE実施時に、臨床の助
産師がSPを行うことは、SPとしての体験を通して、
助産師の取り組みへの変化とともに自身の成長実感
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を得られる機会であった。これらより、助産師によ
るSP採用は助産師にとっても意義があるものと考え
る。
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